








（
整

備
計

画
関

連
事

項
）

①
中

江
藤

樹
記

念
館

文
化

的
資

産
の

展
示

⑥
②

道
の

駅
く

つ
き

新
本

陣
観

光
案

内
、

そ
の

他
の

役
務

の
提

供
⑦

③
⑧

④
⑨

⑤
⑩

①

交
付

対
象

事
業

に
関

連
し

て
実

施
さ

れ
る

主
な

事
業

そ
の

他

具
体

的
な

取
組

内
容

取
り

組
み

状
況

に
関

す
る

情
報

交
換

や
今

後
の

方
針

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

広
域

観
光

ル
ー

ト
形

成
の

た
め

観
光

拠
点

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備
等

を
推

進
す

る
。

整
備

方
針

整
備

方
針

に
合

致
す

る
主

な
事

業
拠

点
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
時

間
を

短
縮

さ
せ

、
周

遊
効

率
性

を
高

め
る

A
1
1
-
0
0
1
、

A
1
1
-
0
0
2
、

A
1
1
-
0
0
3
、

A
1
1
-
0
0
4
、

A
1
1
-
0
0
5

推
進

体
制

新
規

整
備

計
画

の
策

定
に

伴
い

、
福

井
県

、
滋

賀
県

の
担

当
者

が
集

う
会

議
を

新
規

で
開

催
し

て
い

く
。

備
　

　
考

・
上

記
施

設
の

活
動

は
、

令
和

６
年

１
２

月
２

３
日

の
広

域
地

方
計

画
協

議
会

に
て

広
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
3
-
3
.
 
歴

史
・

文
化

・
お

も
て

な
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
に

沿
っ

た
も

の
と

し
て

確
認

が
な

さ
れ

た
活

動
・

施
設

で
あ

る
。

連
携

先
都

道
府

県
と

の
連

携
に

つ
い

て

連
携

方
針

　
福

井
県

嶺
南

地
域

と
滋

賀
県

湖
北

・
湖

西
地

域
は

、
福

井
県

の
若

狭
湾

と
滋

賀
県

の
琵

琶
湖

を
結

ぶ
地

域
で

あ
り

、
歴

史
遺

産
や

食
文

化
を

活
用

し
、

国
内

外
か

ら
の

観
光

客
の

呼
び

込
み

を
目

指
す

ル
ー

ト
と

し
て

、
「

美
の

伝
説

」
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
呼

び
込

ん
だ

観
光

客
の

広
域

的
な

観
光

周
遊

ル
ー

ト
と

し
て

「
ソ

ウ
ル

フ
ル

ロ
ー

ド
」

、
「

鯖
街

道
」

、
「

北
國

街
道

」
を

設
定

し
、

観
光

客
の

誘
致

に
力

を
注

い
で

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
ま

た
、

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

に
お

け
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
回

復
や

北
陸

新
幹

線
（

金
沢

～
敦

賀
）

延
伸

（
２

０
２

４
年

春
）

、
湖

西
線

開
業

５
０

周
年

を
受

け
、

敦
賀

地
域

と
湖

西
地

域
を

結
ぶ

鉄
道

沿
線

の
地

域
活

性
化

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。

白
鬚

神
社

文
化

的
資

産
の

展
示

若
狭

鯖
街

道
熊

川
宿

観
光

施
設

群
観

光
案

内
、

そ
の

他
の

役
務

の
提

供

計
画

の
評

価
の

実
施

予
定

事
後

：
令

和
1
2
年

1
0
月

予
定

拠
点

施
設

広
域

的
特

定
活

動
重

点
地

区
拠

点
施

設
広

域
的

特
定

活
動

重
点

地
区





























 




